
住民自らが課題を解決する､ 真の住民自治 へ ｡ 人 口減の 今､ 考える ｡

宮城県自治体の
"

協働環境
"

を

明らか に し､ 考える ｡
～ 報告会 ･ 勉強会 ～

1 月2 2 日 ( 木)
1 3 :1 5 ′ 〉 1 7 : 0 0

( 受付1 3 :0 0)

講師 川北秀人氏
IIH O E ( 人と組織と地球の ため の

国際研究所) 代表

仙台市民活動サポ ー トセ ンタ ー 6 F セ ミ ナ ー ホ ー ル

対象者 .

(

雷志望震霊姦チ悪霊慧
課の 方)

責任者 ス タ ッ フ
■ 協働 に 関心 をお持ちの 方

内容
▲調査報告
｢ 全 国の 第 5 回協働環境調査結果 の 傾 向と活 用事例｣
｢ 宮城県 内自治体の 調 査結果と そ の 課題｣
｢ 改善 ･

進化す る ため に 行う べ き必須 の 取 り 組み｣ 解説
･ 質疑 応答
■ ワ

ー

ク ｢ 協働 の 基盤 を つ く る ･

育 て 続ける ため に｣

第5 回 ｢ 都道府県､ 主要市に おけるN P O と の協働環境に関する調査｣ 報告会

今回の セ ミ ナ ー

で は ､ 宮城 県 の 自治体の協働 の 進 捗状況 を明 らか に し､
さ ら に全国 の 調査 の

状 況 も報告 します｡ ま た
､
ワ

ー ク シ ョ ッ プ を通 じて ､ 今後 の 協働 ･ 連携の 在り 方 ､ 取 り組み
方 な どを再確認する こ と で ､ 今後 の 協働 を どう進 め て い け ばよ い か考 えます｡

主催: llH O E ( 人 と組織と地球の ため の 国際研究所) ･ 特定非営利活動法人 せ ん だ い ･

みや ぎN P O セ ンタ ー

申込 ･

問合せ : 特定非営利活動法人せ ん だ い ･ み や ぎN P O セ ン タ ー



1/ 22 ( 木) 宮城県自治体の
"

協働
' '

を明 らか に し､ 考え る｡ ～ 報告会 ･ 勉強会 ～

講師 川北秀人氏 IIH O E ( 人 と組織と地球の ための 国際研究所) 代表

19る4 年大阪生まれ｡ 8 7 年に(株) リクル ー トに入社 し､ 広報や国際採用など
を担当 して9 1 年退社｡ その 後､ 国際青年交流N G O の 日本代表や国会議員の政
策担当秘書な どを務め ､ 9 4 年にIIH O E 設立 ｡ 市民団体の マ ネジ メ ン トや ､ 企

業の 社会責任 (C 5 R) へ の 取り組み を支援するとともに ､ N P O ･

市民団体と
行政との 協働の 基盤 づくりを進め ､ 毎年､ 約6 0 の自治体で ､ 職員や市民との

合同研修を担当｡
地域自治組織の 先進地 ･ 島根県雲南市で もア ドバイ ザ ー を務め ､ 雲南市か
ら地域自治組織を学ぶ ｢ 雲南ゼ ミ｣ 設立を呼び掛け､ 全国の 自治体が住民自
治の あり方を学ん で いる ｡

[垂司 H P

E -

m ajl

F A X

当セ ンタ ー H P ( h tt p :/ / W W W . m i n m j n . o rg / w p /) か ら ｡

下記必要事項を記載の上 ､ m in m j n @ m i n m i n . o r望ま で ｡

下記記入 し､ 0 2 2 ･ 2 る4 - 1 2 0 9 ま で 弘X お願 い します｡

所属団体/ 自治体 部署 役職/

担当業務

お名前 冊子

希望数

1

2

3

1モl ( 必須)

E ･

m ajL ( 必須)

学びたい こ と ･ 質問

締切:1 /1 9 ( 月) ※記載い ただ い た個人情報は ､ 本報告会以外 に は使用 しませ ん ｡

申込 ･

問合せ:特定非営利活動法人せ ん だ い ･

み や ぎN P O セ ンタ ー

( 担当: 伊藤
･

今野)

〒9 8 0 - 0 8 0 4 宮城県仙台市青葉区大町2 - 6 - 2 7 岡元 ビ ル7 F

T E L :0 2 2 - 2 6 4 - 1 2 8 1 F A X :0 2 2 - 2 6 4 L 1 2 0 9 E - m ajL: m i n m i n @ m i n m i n ･ O r g

営業時間: 9 : 0 0 - 1 8 : 0 0 休業日: 土 ･

日 曜 ･ 祝祭日 ･ 年末年始12 / 2 9 ～ 1 / 3


